
P5～P13

６
月
開
催
の
第
２
回
定
例
会
で
の
一
般
質
問

 

・
８
議
員
が
町
政
全
般
に
つ
い
て
１２
項
目
を
質
問

第
２
回
定
例
会
と
第
２
回
・
３
回
臨
時
会
で
の
主
な
審
議
内
容

 

・
余
市
町
監
査
委
員
（
議
会
選
出
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　

近
藤
徹
哉
氏
を
選
任

 

・
直
接
請
求
に
よ
る
議
員
定
数
削
減
に
つ
い
て

 

・
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
条
約
の
参
加
・
調
印
・
批
准
を
求
め
る

　

 

要
望
意
見
書
ほ
か
１１
件
の
意
見
書
を
可
決  

P14～P16

新
し
い
議
会
構
成
が
決
ま
り
ま
し
た

 

・
議
長
に
中
井
寿
夫
議
員
、

副
議
長
に
土
屋
美
奈
子
議
員
が
就
任

P2～P４

初議会が開催されました

議会だより議会だより
よいち町

2019.1010

　８月２６日に第３回臨時会（初議

会）が開催され、正副議長の選挙や

各常任委員会委員・議会運営委員会

委員の選任などが行われ、新たな議

会構成でスタートしました。
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１番　野
の

呂
ろ

栄
えい

二
じ

 （63）
民友クラブ：当選５回
◎総務文教常任委員会

議会運営委員会

４番　藤
ふじ

野
の

博
ひろ

三
ぞう

 （68）
明政会：当選４回

民生環境常任委員会
◎議会運営委員会

17 番　土
つち

屋
や

美
み

奈
な

子
こ

 （52）
よいち未来：当選５回
産業建設常任委員会

３番　近
こん

藤
どう

徹
てつ

哉
や

 （80）
民友クラブ：当選５回
産業建設常任委員会

12 番　中
なか

井
い

寿
とし

夫
お

 （61）
明政会：当選５回

２番　吉
よし

田
だ

　 豊
ゆたか

 （74）
民友クラブ：当選７回
総務文教常任委員会

　

町
議
会
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
う
一
般
選
挙

後
、
最
初
の
議
会
（
第
３
回
臨
時
会
）
が
８
月

26
日
に
開
か
れ
、
議
長
、
副
議
長
の
選
挙
、
各

常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
選
任
、

一
部
事
務
組
合
等
議
会
議
員
の
選
挙
（
４
頁
参

照
）
な
ど
が
行
わ
れ
、
新
た
な
議
会
構
成
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

中
井
寿
夫
議
長
は
、「
町
政
の
諸
課
題
を
解

決
し
、
議
員
各
位
の
お
力
添
え
を
も
っ
て
議
会

改
革
を
進
め
る
た
め
先
頭
に
立
た
せ
て
い
た
だ

く
。」、
ま
た
、
土
屋
美
奈
子
副
議
長
は
「
た
く

さ
ん
の
課
題
が
あ
る
中
で
、
全
力
で
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。」
と
そ
れ
ぞ
れ
就
任
の
あ
い
さ
つ

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

議　

長

副
議
長

議員の紹介

顔写真の下段の記載は、

議席番号・氏名・年齢（10
月１日現在）・所属会派・
当選回数・所属委員会
（◎委員長、○副委員長）。

　掲載順は議長、副議長を
除き議席番号順で掲載して
います。

改選後の議会構成が決まりました
～議長、副議長、各常任委員会等～

一 般 質 問
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７番　吉
よし

 田
だ

 浩
ひろ

 一
かず

 （57）
民友クラブ：当選６回
民生環境常任委員会
議会運営委員会

10 番　寺
てら

 田
だ

　 進
すすむ

 （65）
公明党：当選１回

総務文教常任委員会

14 番　大
おお

物
もつ

　 翔
しょう

 （35）
日本共産党議員団：当選２回

総務文教常任委員会
○議会運営委員会

18 番　岸
きし

本
もと

好
よし

且
かつ

 （68）
よいち未来：当選３回
◎民生環境常任委員会

６番　庄
しょう

　 巖
げん

龍
りゅう

 （54）
明政会：当選３回

○産業建設常任委員会
議会運営委員会

９番　彫
ほり

谷
や

吉
よし

英
ひで

 （77）
無会派：当選２回
産業建設常任委員会

13 番　安
あ

久
ぐ

莊
そう

一
いち

郎
ろう

 （77）
日本共産党議員団：当選２回

民生環境常任委員会

16 番　山
やま

本
もと

正
まさ

行
ゆき

 （65）
よいち未来：当選１回
〇総務文教常任委員会

議会運営委員会

５番　内
うち

海
うみ

博
ひろ

一
かず

 （68）
明政会：当選１回

総務文教常任委員会

８番　茅
かや

根
ね

英
ひで

昭
あき

 （47）
無会派：当選２回
産業建設常任委員会

11 番　白
しら

 川
かわ

 栄
え

 美
み

 子
こ

 （64）
公明党：当選６回

○民生環境常任委員会

15 番　中
なか

谷
や

栄
しげ

利
とし

 （62）
日本共産党議員団：当選５回

◎産業建設常任委員会

一 般 質 問
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◎余市町監査委員（議会選出）

　　　　　　　近　藤　徹　哉

◎北後志衛生施設組合議会議員

　　　　　　　中　井　寿　夫

　　　　　　　土　屋　美奈子

◎北後志消防組合議会議員

　　　　　　　中　井　寿　夫

　　　　　　　土　屋　美奈子

◎北しりべし廃棄物処理広域連合議会議員

　　　　　　　中　井　寿　夫

　　　　　　　土　屋　美奈子

◎余市町表彰審議委員会委員

庄　　　巖　龍

　寺　田　　　進

　　　　　　安　久　莊一郎

　　　　　　山　本　正　行

◎余市町都市計画審議会委員

　　　　　　内　海　博　一

　　　　　　吉　田　浩　一

◎余市町農業振興協議会委員

中　井　寿　夫

　　　　　　中　谷　栄　利

各会派の構成（５会派が結成されました） 議会選出の各種人事

常
任
委
員
会
・
議
会
運
営
委
員
会
の
構
成

総
務
文
教
常
任
委
員
会

委 

員 

長　
　

野　

呂　

栄　

二

副
委
員
長　
　

山　

本　

正　

行

委　
　

員　
　

吉　

田　
　
　

豊

委　
　

員　
　

内　

海　

博　

一

委　
　

員　
　

寺　

田　
　
　

進

委　
　

員　
　

大　

物　
　
　

翔

産
業
建
設
常
任
委
員
会

委 

員 

長　
　

中　

谷　

栄　

利

副
委
員
長　
　

庄　
　
　

巖　

龍

委　
　

員　
　

近　

藤　

徹　

哉

委　
　

員　
　

茅　

根　

英　

昭

委　
　

員　
　

彫　

谷　

吉　

英

委　
　

員　
　

土　

屋　

美
奈
子

民
生
環
境
常
任
委
員
会

委 

員 

長　
　

岸　

本　

好　

且

副
委
員
長　
　

白　

川　

栄
美
子

委　
　

員　
　

藤　

野　

博　

三

委　
　

員　
　

吉　

田　

浩　

一

委　
　

員　
　

安　

久　

莊
一
郎

議
会
運
営
委
員
会

委 

員 

長　
　

藤　

野　

博　

三

副
委
員
長　
　

大　

物　
　
　

翔

委　
　

員　
　

野　

呂　

栄　

二

委　
　

員　
　

庄　
　
　

巖　

龍

委　
　

員　
　

吉　

田　

浩　

一

委　
　

員　
　

白　

川　

栄
美
子

委　
　

員　
　

山　

本　

正　

行

◆民友クラブ（４人）　　

　会　長　　野　呂　栄　二

　幹事長　　吉　田　浩　一

　会　計　　吉　田　　　豊

　幹　事　　近　藤　徹　哉

◆日本共産党議員団（３人）

　団　長　　中　谷　栄　利

　幹事長　　安　久　莊一郎

　幹　事　　大　物　　　翔

◆明政会（４人）

　会　長　　藤　野　博　三

　幹事長　　庄　　　巖　龍

　幹　事　　中　井　寿　夫

　幹　事　　内　海　博　一

◆会派に所属しない議員

　茅　根　英　昭

　彫　谷　吉　英

◆よいち未来（３人）　　

　代　表　　土　屋　美奈子

　幹事長　　岸　本　好　且

　幹　事　　山　本　正　行

◆公明党（２人）　　

　代　表　　白　川　栄美子

　幹　事　　寺　田　　　進

議 会 構 成
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質
問　

吉
田
議
員　

鮎
見
橋
よ
り
上

流
地
域
に
倒
木
や
流
木
が
橋
脚
に

ひ
っ
か
か
っ
て
お
り
、
ど
こ
の
機
関

が
撤
去
す
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
弁　

齊
藤
町
長　

橋
脚
な
ど
の
施

設
管
理
者
や
河
川
管
理
者
の
北
海
道

が
対
応
す
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

質
問　

吉
田
議
員　

地
域
は
仁
木
町

の
管
轄
で
早
め
に
撤
去
し
て
も
ら
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

齊
藤
町
長　

仁
木
町
役
場
と

北
海
道
で
協
議
を
し
て
対
応
す
る
と

報
告
を
受
け
て
い
ま
す
。

質
問　

吉
田
議
員　

道
の
駅
の
借
地

に
つ
い
て
は
来
年
度
以
降
ど
の
よ
う

に
な
り
、
再
編
に
つ
い
て
町
内
各
団

体
と
協
議
し
て
い
る
中
で
将
来
像
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
弁　

齊
藤
町
長　

道
の
駅
の
機
能

拡
充
に
向
け
た
再
編
整
備
を
求
め
る

声
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
道
の
駅
再

編
整
備
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
設

置
、求
め
ら
れ
る
機
能
や
整
備
手
法
、

さ
ら
に
は
移
転
す
る
と
し
た
場
合
の

具
体
的
な
調
査
を
本
年
度
中
に
開
始

し
道
の
駅
の
可
能
性
を
探
り
た
い
と

考
え
て
お
り
、
第
２
駐
車
場
用
地
と

し
て
は
将
来
的
に
貸
与
で
き
な
く
な

る
可
能
性
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

質
問　

吉
田
議
員　

旧
協
会
病
院
跡

地
へ
の
移
設
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
弁　

齊
藤
町
長　

道
の
駅
の
平
均

的
な
規
模
は
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
ぐ
ら
い

の
土
地
を
使
っ
て
お
り
、
旧
協
会
病

院
跡
地
に
つ
い
て
は
ス
ペ
ー
ス
の
面

で
も
難
し
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
、
今
後
を
見
据
え
た
交
通
の
動
線

を
精
査
し
場
所
は
決
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
ま
す
。

質
問　

吉
田
議
員　

中
心
商
店
街
に

人
を
呼
ぶ
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

齊
藤
町
長　

現
在
の
道
の
駅

は
集
客
施
設
と
し
て
は
機
能
し
て
い

な
い
と
デ
ー
タ
上
は
見
る
こ
と
が
で

き
、
商
店
街
の
各
努
力
に
よ
り
ま
す

が
、
政
策
に
よ
っ
て
中
心
市
街
地
の

空
洞
化
は
防
げ
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ま
す
。

質
問　

吉
田
議
員　

新
た
に
移
設
す

る
場
合
の
資
金
の
問
題
や
Ｊ
Ｒ
や
バ

ス
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
伺
い
た
い
。

答
弁　

齊
藤
町
長　

町
が
単
費
だ
け

で
や
る
の
は
財
政
を
見
て
も
想
定
で

き
ず
、
将
来
を
見
据
え
た
設
計
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
官
民

連
携
や
金
融
機
関
を
巻
き
込
ん
だ
中

で
、
道
の
駅
自
身
が
収
益
を
上
げ
ら

れ
る
体
制
を
構
築
し
、
北
後
志
の

ゲ
ー
ト
ウ
エ
ー
的
な
機
能
を
果
た
す

の
も
余
市
町
で
あ
り
、
バ
ス
や
Ｊ
Ｒ

と
も
連
携
し
、
交
通
の
結
節
点
に
な

る
よ
う
な
道
の
駅
と
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

第2回定例会・第2回・第3回臨時会

一
般
質
問

令和元年

　令和元年６月１８日～２０日に開催された第２回定例会での一般質問及び審議結果、
５月２９日～６月３日開催の第２回臨時会、８月２６日に開催された第３回臨時会での
審議結果などを要約してお知らせします。

吉
田
浩
一
議
員
（
民
友
ク
ラ
ブ
）

余
市
川
の
流
木
に
つ
い
て

道
の
駅
の
今
後
に
つ
い
て

第
２
回
定
例
会
で
の
一
般
質
問
は
、
８
人
の
議
員
か
ら

12
件
の
町
政
全
般
に
対
す
る
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

道の駅   スペース・アップルよいち道の駅   スペース・アップルよいち

一 般 質 問
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等
を
通
じ
て
国
へ
要
望
し
ま
す
。

質
問　

大
物
議
員　

国
が
一
律
的
な

制
度
つ
く
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
は
全
く
同
感
で
あ
り
、
こ
の

分
野
は
こ
ち
ら
も
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
と
考
え
る

が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

質
問　

大
物
議
員　

本
町
の
農
業
、

漁
業
の
鳥
獣
被
害
の
実
態
と
そ
の
被

害
を
防
止
す
る
た
め
の
計
画
の
有
無

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
弁　

齊
藤
町
長　

近
年
、
野
生
鳥

獣
の
生
息
域
や
行
動
範
囲
が
拡
大
し
、

果
樹
を
中
心
と
し
た
農
作
物
等
へ
の

被
害
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
対
策
と

し
て
、
猟
友
会
の
協
力
に
よ
る
エ
ゾ

シ
カ
、
カ
ラ
ス
、
キ
ツ
ネ
の
一
斉
駆

除
を
年
６
回
実
施
し
、
エ
ゾ
シ
カ
や

熊
よ
け
の
電
気
柵
と
ア
ラ
イ
グ
マ
捕

獲
の
た
め
の
箱
わ
な
を
購
入
す
る
な

ど
の
補
助
の
実
施
、
網
、
わ
な
猟
免

許
及
び
第
１
種
狩
猟
免
許
及
び
猟
銃

の
所
持
許
可
取
得
に
伴
う
一
部
助
成

に
よ
る
捕
獲
員
の
育
成
と
確
保
に
関

す
る
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
本
町
で

策
定
し
て
い
る
余
市
町
鳥
獣
被
害
防

止
計
画
に
基
づ
き
関
係
機
関
で
の
情

報
の
共
有
化
を
図
る
と
と
も
に
、
必

要
な
被
害
防
止
に
取
り
組
み
ま
す
。

質
問　

大
物
議
員　

計
画
は
あ
り
縦

覧
は
で
き
る
が
公
表
は
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
か
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載

せ
、
議
会
に
も
通
知
し
て
、
町
ぐ
る

み
で
臨
ん
で
い
く
姿
勢
に
一
歩
進
め

て
い
く
の
は
い
か
が
。

答
弁　

齊
藤
町
長　

き
ち
ん
と
担
当

部
局
で
農
家
さ
ん
や
漁
師
さ
ん
た
ち

と
連
絡
を
密
に
と
り
合
っ
て
お
り
、

被
害
の
相
談
が
あ
れ
ば
、
そ
の
都
度

担
当
職
員
が
対
応
す
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

質
問　

大
物
議
員　

子
ど
も
の
医
療

費
助
成
の
対
象
年
齢
拡
大
に
つ
い
て

見
解
を
伺
い
た
い
。

答
弁　

齊
藤
町
長　

財
源
確
保
な
ど

大
き
な
課
題
が
あ
り
、
基
本
的
に
は

国
で
統
一
的
な
制
度
化
を
図
る
べ
き

と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
関
係
団
体

質
問　

中
谷
議
員　

近
年
サ
ッ
カ
ー

少
年
団
な
ど
余
市
運
動
公
園
陸
上
競

技
場
を
利
用
し
て
大
会
が
開
催
さ
れ

て
い
る
が
、
隣
接
す
る
ト
イ
レ
は
水

洗
化
さ
れ
て
な
く
、
子
ど
も
や
女
性

か
ら
も
利
用
し
づ
ら
い
な
ど
の
多
く

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
ト
イ
レ

の
水
洗
化
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見

解
を
伺
い
た
い
。

答
弁　

齊
藤
町
長　

既
存
施
設
の
水

洗
化
に
は
多
額
の
改
修
費
用
を
要
し
、

早
急
な
改
修
は
難
し
い
こ
と
か
ら
、

本
年
度
陸
上
競
技
場
用
具
置
き
場
付

近
に
簡
易
水
洗
ト
イ
レ
を
２
基
新
た

に
設
置
し
、
環
境
改
善
に
取
り
組
ん

で
お
り
、
今
後
と
も
公
園
施
設
の
環

境
改
善
に
努
め
ま
す
。

質
問　

中
谷
議
員　

住
民
か
ら
の
要

求
に
対
し
て
知
恵
を
持
ち
合
っ
て
、

い
ろ
い
ろ
検
討
を
重
ね
て
い
け
ば
可

能
で
は
な
い
か
。

答
弁　

齊
藤
町
長　

取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
陸
上
競
技
場
用
具
置
き
場

に
あ
る
ト
イ
レ
に
案
内
す
る
な
ど
し

て
い
ま
す
。

答
弁　

齊
藤
町
長　

財
源
確
保
等
の

問
題
も
あ
り
ま
す
の
で
、
今
後
も
関

係
機
関
等
を
通
じ
て
国
に
要
望
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

質
問　

大
物
議
員　

現
行
の
助
成
基

準
で
対
象
年
齢
を
高
校
卒
業
ま
で
と

し
た
場
合
、
追
加
で
必
要
と
な
る
経

費
は
ど
の
程
度
か
伺
い
た
い
。

答
弁　

齊
藤
町
長　

推
計
で
約
６
０

０
万
円
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

質
問　

大
物
議
員　

対
象
を
高
校
卒

業
年
齢
ま
で
と
し
た
場
合
、
対
象
者

は
ど
の
程
度
ふ
え
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
弁　

齊
藤
町
長　

対
象
年
齢
拡
大

を
行
っ
た
場
合
の
対
象
者
数
は
、
約

４
５
０
人
で
す
。

陸上競技場簡易水洗トイレ（用具置き場付近）陸上競技場簡易水洗トイレ（用具置き場付近）

一斉駆除出動前の有害鳥獣駆除対策協議会一斉駆除出動前の有害鳥獣駆除対策協議会

大　

物　
　

翔
議
員
（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

鳥
獣
被
害
の
実
態
と
防
止
対
策
に
つ
い
て

子
ど
も
の
医
療
費
助
成
年
齢
拡
大
に
つ
い
て

中
谷
栄
利
議
員
（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

余
市
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
に
お
け
る
ト
イ
レ
水
洗
化
に
つ
い
て

中井議長の就任の挨拶
（後方議長席は近藤臨時議長）
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質
問　

中
谷
議
員　

米
海
軍
第
７
艦

隊
揚
陸
指
揮
艦
ブ
ル
ー
リ
ッ
ジ
は
市

民
団
体
、
労
働
組
合
な
ど
の
入
港
反

対
の
声
を
押
し
切
り
、
２
月
８
日
か

ら
12
日
ま
で
小
樽
港
に
寄
港
し
、
２

月

10
日
に
在
札
米
国
領
事
館
主
催
、

余
市
町
の
後
援
で
宇
宙
記
念
館
に
お

い
て
米
海
軍
第
７
艦
隊
音
楽
隊
の
演

奏
会
が
行
わ
れ
た
が
、
非
核
余
市
町

宣
言
の
立
場
に
立
っ
て
、
平
和
を
願

う
余
市
町
民
の
平
和
と
安
全
を
守
る

た
め
に
も
演
奏
会
の
後
援
取
り
や
め
、

中
止
を
求
め
日
本
共
産
党
町
委
員
会

と
党
議
員
団
は
申
し
入
れ
を
し
た
が
、

ど
の
よ
う
な
経
過
で
演
奏
会
は
行
わ

れ
た
の
か
、
非
核
余
市
町
宣
言
と
相

入
れ
な
い
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺

い
た
い
。

答
弁　

齊
藤
町
長　

演
奏
会
の
開
催

に
つ
い
て
は
在
札
幌
米
国
総
領
事
館

の
広
報
担
当
領
事
か
ら
の
依
頼
を
受

け
た
も
の
で
あ
り
、
ブ
ル
ー
リ
ッ
ジ

は
核
兵
器
を
搭
載
し
て
い
な
い
こ
と

か
ら
、
本
町
と
し
て
は
音
楽
隊
の
来

町
が
非
核
三
原
則
に
反
し
て
い
な
い

と
判
断
し
て
い
ま
す
。

質
問　

中
谷
議
員　

第
７
艦
隊
音
楽

隊
の
演
奏
会
は
今
回
が
初
め
て
で
あ

り
、
非
核
余
市
町
宣
言
を
持
っ
て
い

る
町
と
し
て
や
は
り
受
け
入
れ
ら
れ

ず
、
何
よ
り
も
平
和
を
望
み
、
核
兵

器
の
恐
ろ
し
さ
を
学
ん
だ
子
ど
も
た

ち
の
瞳
や
平
和
を
望
む
声
に
対
し
て

町
が
き
ち
ん
と
し
た
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

齊
藤
町
長　

米
国
総
領
事
館

の
依
頼
を
受
け
た
も
の
で
、
ブ
ル
ー

リ
ッ
ジ
は
そ
も
そ
も
核
兵
器
搭
載
能

力
が
な
い
点
も
踏
ま
え
、
文
化
交
流

で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
開
催
を
認
め

ま
し
た
。

質
問　

安
久
議
員　

安
倍
首
相
の
憲

法
第
９
条
改
憲
案
は
、
自
衛
隊
の
存

在
を
明
記
し
、
陸
海
空
の
戦
力
の
保

持
、
交
戦
権
を
認
め
さ
せ
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
、
戦
力
と
し
て
自
衛

隊
は
安
保
法
制
の
も
と
で
米
軍
と
と

も
に
海
外
で
武
力
行
使
が
で
き
、
住

民
の
命
を
脅
か
す
こ
と
に
な
る
が
、

見
解
を
伺
い
た
い
。

答
弁　

齊
藤
町
長　

日
本
国
憲
法
の

あ
り
方
は
、
国
政
の
場
で
議
論
す
べ

き
課
題
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

質
問　

安
久
議
員　

９
条
改
憲
に

よ
っ
て
実
力
部
隊
で
あ
る
自
衛
隊
が

合
憲
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
町
民

の
命
、
生
活
を
守
る
立
場
か
ら
９
条

の
問
題
は
避
け
て
通
れ
な
い
と
考
え

る
が
、
再
度
見
解
を
伺
い
た
い
。

答
弁　

齊
藤
町
長　

住
民
の
命
、
安

全
を
守
る
の
は
自
治
体
の
長
と
し
て

当
然
の
責
任
で
す
が
、
自
衛
隊
の
違

憲
、
合
憲
に
つ
い
て
は
こ
の
場
で
議

論
す
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
と
考
え

ま
す
。

質
問　

安
久
議
員　

こ
の
問
題
と
か

か
わ
り
、
自
衛
隊
が
定
員
に
満
た
な

く
、
政
府
は
募
集
の
た
め
若
者
の
名

簿
提
出
を
自
治
体
に
強
め
て
き
て
い

る
と
考
え
る
が
、
本
町
の
対
応
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

答
弁　

齊
藤
町
長　

自
衛
隊
札
幌
地

方
協
力
本
部
長
よ
り
依
頼
が
あ
り
、

住
民
基
本
台
帳
法
の
規
定
に
基
づ
き

名
簿
の
閲
覧
を
許
可
し
て
い
ま
す
。

質
問　

安
久
議
員　

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
は
、
レ
ジ
袋
や
ス
ト
ロ
ー

な
ど
の
使
い
捨
て
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

品
が
沿
岸
部
や
海
に
流
出
し
、
波
や

紫
外
線
で
細
か
く
壊
さ
れ
５
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
以
下
に
な
っ
た
も
の
で
あ

り
、
生
態
系
や
人
間
の
健
康
に
悪
影

響
を
与
え
る
と
さ
れ
ま
す
が
、
日
本

の
海
域
で
も
密
度
は
高
い
こ
と
か
ら
、

本
町
で
の
対
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
弁　

齊
藤
町
長　

栄
町
農
地
海
岸

に
お
い
て
年
２
回
、
漂
着
物
を
含
め

た
ご
み
の
回
収
作
業
を
実
施
し
、
余

市
川
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
作
戦
な
ど
多

く
の
団
体
に
よ
り
清
掃
美
化
活
動
が

取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
本
町
と
し
て

も
マ
イ
バ
ッ
グ
運
動
に
よ
る
レ
ジ
袋

の
削
減
や
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
継

続
的
に
行
い
、
町
民
に
対
す
る
啓
発

に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。

質
問　

安
久
議
員　

身
近
な
魚
の
マ

イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
も
明
ら

か
に
な
っ
て
お
り
、
町
民
の
生
活
に

と
っ
て
も
重
大
な
問
題
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
町
内
の
海
産
物
の
汚
染
度
の

調
査
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
弁　

齊
藤
町
長　

海
は
つ
な
が
っ

て
い
ま
す
の
で
、
本
町
だ
け
で
取
り

組
ん
で
も
意
味
が
な
い
こ
と
か
ら
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
み
ま

す
。

安 

久 

莊
一
郎

議
員
（
日
本
共
産
党
議
員
団
）

町
民
の
命
を
守
る
こ
と
と
憲
法
９
条
改
憲
に
つ
い
て

非
核
余
市
町
宣
言
と
米
海
軍
第
７
艦
隊
音
楽
会
演
奏
会
に
つ
い
て

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
対
策
に
つ
い
て

役場庁舎前看板役場庁舎前看板

余市川クリーンアップ作戦開催式余市川クリーンアップ作戦開催式

一 般 質 問

余市町議会だより №19２《  》7 



質
問　

土
屋
議
員　

こ
れ
ま
で
の
被

害
状
況
と
本
町
の
対
策
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。

答
弁　

齊
藤
町
長　

大
雨
な
ど
に

よ
っ
て
登
川
の
水
位
が
上
昇
す
る
こ

と
に
よ
り
接
続
し
て
い
る
小
河
川
や

排
水
路
が
帯
水
、
越
流
し
、
低
い
地

域
が
冠
水
す
る
被
害
が
出
て
お
り
、

登
川
の
逆
流
を
防
ぐ
た
め
小
河
川
な

ど
に
接
続
さ
れ
て
い
る
樋
門
な
ど
の

閉
鎖
や
移
動
式
ポ
ン
プ
を
活
用
し
て

排
水
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

土
屋
議
員　

２
級
河
川
で
あ

る
こ
と
か
ら
河
川
の
対
策
は
道
の
管

轄
と
考
え
る
が
、
整
備
状
況
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答
弁　

齊
藤
町
長　

河
川
管
理
者
で

あ
る
北
海
道
か
ら
は
、
昭
和
26
年
度

よ
り
改
修
事
業
に
着
手
し
、
河
口
付

近
か
ら
上
流
方
向
へ
順
次
整
備
が
行

わ
れ
、
平
成
13
年
度
で
事
業
を
完
了

し
て
い
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

土
屋
議
員　

町
道
大
浜
中
登

線
が
冠
水
に
よ
り
通
行
ど
め
と
な
っ

た
場
合
の
影
響
に
つ
い
て
、
特
に
下

水
道
処
理
場
と
し
尿
処
理
場
と
の
連

携
事
業
に
支
障
は
な
い
の
か
伺
い
た

い
。

答
弁　

齊
藤
町
長　

町
道
大
浜
中
登

線
は
生
活
道
路
と
し
て
、
さ
ら
に
は

道
道
や
国
道
５
号
、
高
速
道
路
の
ア

ク
セ
ス
道
路
と
し
て
重
要
性
を
認
識

し
て
い
ま
す
が
、
下
水
道
事
業
と
し

尿
処
理
場
と
の
連
携
事
業
に
つ
い
て

は
、
昨
年
と
同
規
模
の
災
害
で
あ
れ

ば
大
川
町
側
か
ら
の
搬
入
は
可
能
と

考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

土
屋
議
員　

道
の
河
川
改
修

事
業
が
完
了
し
た
後
も
こ
の
地
域
の

冠
水
は
頻
発
し
て
い
る
が
、
昨
今
は

気
候
の
変
化
に
よ
り
全
国
で
大
雨
の

被
害
も
出
て
お
り
、
さ
ら
な
る
対
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁　

齊
藤
町
長　

河
川
改
修
後
も

河
道
の
確
保
、
土
砂
除
去
、
草
刈
り

な
ど
登
川
の
流
れ
を
よ
く
す
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す
。

質
問　

土
屋
議
員　

浸
透
ま
す
や
雨

水
浸
透
水
路
な
ど
の
検
討
や
下
水
道

処
理
場
へ
雨
水
を
流
し
込
む
な
ど
の

検
討
、
水
の
流
れ
道
を
つ
く
る
な
ど

対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁　

齊
藤
町
長　

下
水
道
処
理
場

に
関
し
て
は
汚
水
と
雨
水
、
別
々
に

処
理
す
る
方
式
と
な
っ
て
お
り
、
用

水
路
、
通
路
、
側
溝
の
対
策
は
流
水

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
よ
う
な
対
策

を
行
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

土
屋
議
員　

広
域
事
業
を
進

め
る
上
で
重
要
な
地
域
と
し
て
再
度

対
策
を
検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

齊
藤
町
長　

非
常
に
重
要
な

課
題
と
認
識
し
て
お
り
、
北
海
道
と

も
し
っ
か
り
検
討
、
協
議
し
ま
す
。

土 

屋 

美
奈
子

（
よ
い
ち
未
来
）

町
道
大
浜
中
大
浜
中
登
線
か
ら
登
・
栄
町
地
区
の
冠
水
対
策
に
つ
い
て

議
員

質
問　

岸
本
議
員　

子
ど
も
た
ち
を

虐
待
か
ら
救
う
に
は
、
安
否
確
認
を

行
う
全
国
ル
ー
ル
の
徹
底
、
乳
幼
児

健
診
を
受
け
て
い
な
い
子
の
状
況
把

握
、
警
察
と
の
連
携
な
ど
が
強
く
求

め
ら
れ
る
が
、
全
国
で
発
生
す
る
虐

待
事
件
の
教
訓
を
ど
う
生
か
す
の
か
、

具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
弁　

齊
藤
町
長　

虐
待
通
告
を
受

け
、
生
命
の
危
険
が
考
え
ら
れ
る
場

合
は
、
北
海
道
中
央
児
童
相
談
所
、

警
察
署
及
び
保
育
所
、
幼
稚
園
、
学

校
等
関
係
機
関
と
密
接
な
連
携
を
図

り
、
児
童
の
安
全
確
保
を
第
一
に
迅

速
な
対
応
に
努
め
て
い
ま
す
が
、
全

国
で
発
生
す
る
痛
ま
し
い
事
件
を
防

ぐ
た
め
に
は
虐
待
の
発
生
予
防
、
早

期
発
見
、
連
携
強
化
、
職
員
の
資
質

向
上
が
重
要
で
あ
り
、
余
市
町
要
保

護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
を
中
心
に

平
時
か
ら
関
係
機
関
と
の
連
携
の
強

化
を
図
り
、
ま
た
、
職
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
の
た
め
児
童
虐
待
に
関
す
る

研
修
に
参
加
し
、
常
に
当
事
者
意
識

を
持
ち
、
適
切
な
対
応
に
努
め
、
幼

い
命
を
守
る
た
め
に
取
り
組
み
ま
す
。

質
問　

岸
本
議
員　

札
幌
で
の
２
歳

児
の
事
件
で
は
、
国
が
示
す
基
準
の

48
時
間
ル
ー
ル
が
結
果
と
し
て
守
ら

れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
こ
の
現
状
を

ど
う
捉
え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
弁　

齊
藤
町
長　

今
回
の
事
件
に

関
し
て
は
大
変
心
を
痛
め
て
お
り
ま

す
が
、
本
町
に
関
し
て
は
、
担
当
課

が
中
心
と
な
っ
て
健
診
未
受
診
児
に

つ
い
て
も
現
認
確
認
を
行
っ
て
お
り
、

今
後
も
各
関
係
機
関
と
緊
密
に
連
携

を
と
り
、
予
防
の
段
階
か
ら
虐
待
事

案
が
発
生
し
な
い
よ
う
努
め
ま
す
。

質
問　

岸
本
議
員　

こ
れ
ま
で
健
診

等
に
急
に
来
な
く
な
っ
た
事
例
は

あ
っ
た
の
か
伺
い
た
い
。

答
弁　

齊
藤
町
長　

平
成
30
年
度
で

は
健
診
に
来
な
か
っ
た
未
受
診
児
全

て
担
当
課
で
専
門
家
が
現
認
確
認
を

し
て
い
ま
す
。

質
問　

岸
本
議
員　

今
回
の
事
件
は

養
育
状
況
が
不
安
視
さ
れ
、
し
か
も

突
然
保
育
園
に
預
け
に
来
な
く
な
り
、

幼
い
命
が
失
わ
れ
た
ケ
ー
ス
で
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
場
合
は
安
否
確
認
を
ど

こ
ま
で
や
る
か
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ

対
応
が
求
め
ら
れ
る
が
、
今
後
の
仕

組
み
づ
く
り
も
含
め
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
弁　

齊
藤
町
長　

児
童
虐
待
の
防

町道大浜中登線町道大浜中登線

岸
本
好
且
議
員
（
よ
い
ち
未
来
）

児
童
虐
待
の
緊
急
時
に
お
け
る
本
町
の
対
応
に
つ
い
て

一 般 質 問
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止
は
社
会
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
も
そ
も
発
生

さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
非
常

に
肝
要
と
考
え
て
お
り
、
何
ら
か
の

疑
い
が
あ
っ
た
場
合
、
担
当
課
、
児

童
相
談
所
と
も
適
切
に
連
絡
を
と
り

合
う
早
期
発
見
の
体
制
を
構
築
し
て

い
ま
す
。

質
問　

近
藤
議
員　

２
０
２
０
年
度

か
ら
必
修
に
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

教
育
と
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
動

か
す
手
順
を
学
ん
で
、
論
理
的
に
考

え
る
力
を
身
に
つ
け
、
情
報
技
術
、

Ｉ
Ｔ
分
野
に
強
い
人
材
を
育
て
る
こ

と
で
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
意
図
ど

お
り
に
動
か
す
た
め
の
命
令
を
組
み

合
わ
せ
、
命
令
の
出
し
方
や
順
番
を

考
え
る
こ
と
で
、
論
理
的
な
思
考
力

が
身
に
つ
く
も
の
で
あ
り
、
中
学
校
、

高
等
学
校
で
も
拡
充
さ
れ
、
昨
年
３

月
の
文
部
科
学
省
の
調
査
で
小
学
校

で
は
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
は
６
．

４
人
に
１
台
で
、
機
器
が
古
か
っ
た

り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
で
き

な
い
学
校
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
行

政
は
早
急
に
環
境
改
善
を
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
小
学
校
の
教
材
の
充
足

率
と
そ
れ
に
対
す
る
児
童
の
要
望
は

あ
る
の
か
。
ま
た
、
来
年
か
ら
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
を
活
用
す
る
場
合
、

児
童
に
対
す
る
満
足
度
を
与
え
る
た

め
の
指
導
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
弁　

佐
々
木
教
育
長　

教
育
用
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
充
足
率
は
小
学
校

４
校
で
２
９
０
台
配
置
し
て
お
り
充

足
率
は
２
．
６
人
に
１
台
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
本
年
度
は
東
中
学

校
で
試
行
的
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
を
実
施
し
、
そ
の
状
況
を
各
学
校

と
共
有
し
な
が
ら
来
年
度
か
ら
の
必

修
化
に
向
け
準
備
し
、
人
型
ロ
ボ
ッ

ト
を
使
い
提
供
さ
れ
る
教
材
を
用
い

児
童
生
徒
の
論
理
的
思
考
力
、
問
題

解
決
力
の
育
成
に
有
効
な
指
導
方
法

を
検
討
し
、
使
用
す
る
教
材
等
に
つ

い
て
も
検
討
を
進
め
ま
す
。

質
問　

近
藤
議
員　

来
年
か
ら
必
修

と
な
る
が
生
徒
へ
の
対
応
に
つ
い
て

調
査
研
究
は
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　

佐
々
木
教
育
長　

教
頭
、
教

育
主
任
が
中
心
と
な
り
各
学
校
全
体

で
協
議
を
進
め
て
お
り
、今
後
教
材
等

の
選
択
な
ど
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

質
問　

近
藤
議
員　

Ａ
Ｉ
な
ど
ロ

ボ
ッ
ト
を
使
っ
た
教
育
は
ど
の
程
度

進
ん
で
い
る
の
か
。

答
弁　

佐
々
木
教
育
長　

小
学
校
で

は
着
手
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
計
画
を

立
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

質
問　

近
藤
議
員　

児
童
、
生
徒
の

力
を
伸
ば
す
た
め
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

は
教
員
と
行
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

佐
々
木
教
育
長　

教
員
と
は

話
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
現
場
の
指
導

は
校
長
、
教
頭
、
教
務
主
任
も
い
ま

す
の
で
、
疑
問
等
が
あ
っ
た
場
合
は

投
げ
か
け
て
お
り
、
世
界
に
羽
ば
た

い
て
活
躍
で
き
る
よ
う
な
人
材
を
育

て
る
た
め
、
学
校
教
育
に
力
を
入
れ

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

質
問　

白
川
議
員　

２
０
１
７
年
、 

２
０
１
８
年
の
３
歳
児
健
診
の
実
施

の
中
で
発
達
障
が
い
、
ま
た
は
疑
い

で
経
過
観
察
が
必
要
と
な
っ
た
幼
児

は
ど
の
く
ら
い
い
た
の
か
伺
い
た
い
。

答
弁　

齊
藤
町
長　

２
０
１
７
年
は

受
診
者
全
体
の
２
．
３
％
、
２
０
１
８

年
は
５
．
９
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

白
川
議
員　

経
過
観
察
と
な

ら
な
か
っ
た
場
合
で
も
保
育
所
や
幼

稚
園
等
で
発
達
障
が
い
等
の
疑
い
が

あ
り
相
談
を
受
け
た
件
数
と
、
そ
の

対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。。

答
弁　

齊
藤
町
長　

相
談
を
受
け
た

の
は
15
件
程
度
で
、
対
応
に
つ
い
て

は
保
育
所
や
幼
稚
園
等
と
連
携
し
、

保
護
者
の
相
談
を
受
け
、
療
育
支
援

に
つ
な
が
る
よ
う
対
応
し
て
い
ま
す
。

質
問　

白
川
議
員　

保
育
所
や
幼
稚

園
に
通
っ
て
お
ら
ず
、
健
診
を
受
け

て
疑
い
の
あ
る
幼
児
に
対
し
て
の
行

政
の
対
応
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答
弁　

齊
藤
町
長　

担
当
の
保
健
師

が
月
１
回
子
ど
も
相
談
を
実
施
す
る

中
で
話
を
聞
き
、
必
要
に
応
じ
て
医

療
機
関
や
療
育
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

質
問　

白
川
議
員　

早
期
発
見
、
早

期
支
援
に
向
け
た
職
員
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

答
弁　

齊
藤
町
長　

各
種
研
修
会
へ

参
加
し
、
乳
幼
児
健
診
の
際
に
全
ス

タ
ッ
フ
で
支
援
の
必
要
性
に
関
す
る

検
討
会
議
を
実
施
す
る
な
ど
、
情
報

の
共
有
化
と
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
努
め

て
い
ま
す
。

質
問　

白
川
議
員　

子
育
て
支
援
の

窓
口
が
一
つ
に
な
り
、
体
制
が
整
っ

た
が
子
育
て
す
る
親
に
と
っ
て
行
政

の
窓
口
は
心
の
支
え
に
な
る
こ
と
か

ら
、
し
っ
か
り
役
目
を
果
た
す
べ
き

と
考
え
る
が
見
解
を
伺
い
た
い
。

答
弁　

齊
藤
町
長　

窓
口
を
一
本
化

し
、
相
談
し
や
す
い
窓
口
を
つ
く
り

ま
し
た
が
、
職
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

に
つ
い
て
も
、
各
種
研
修
に
参
加
し
、

意
識
と
知
識
を
高
め
、
関
係
者
の
情

報
共
有
を
図
り
、
早
期
発
見
に
つ
な

げ
て
い
く
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

質
問　

白
川
議
員　

通
級
指
導
に
つ

い
て
現
在
の
支
援
員
は
適
正
な
人
数

で
、
適
切
な
支
援
体
制
が
行
わ
れ
て

い
る
の
か
伺
い
た
い
。

答
弁　

佐
々
木
教
育
長　

児
童
51
名

に
３
名
の
職
員
で
対
応
し
て
い
ま
す

が
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
で
あ
り
、
指
導
内

容
も
人
数
的
な
部
分
も
決
ま
っ
て
い

ま
す
が
、
教
育
局
に
も
相
談
し
、
増

員
可
能
な
の
か
検
討
し
ま
す
。

質
問　

白
川
議
員　

支
援
体
制
へ
の

親
か
ら
の
要
望
や
意
見
は
な
い
の
か
。

答
弁　

佐
々
木
教
育
長　

保
護
者
か

ら
の
要
望
等
に
つ
い
て
は
、
今
の
と

こ
ろ
耳
に
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
。

近 
藤 
徹 

哉
議
員
（
民
友
ク
ラ
ブ
）

小
学
校
に
お
け
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
つ
い
て

白 

川 

栄
美
子

議
員
（
公　

明　

党
）

発
達
障
が
い
の
早
期
発
見
の
取
り
組
み
に
つ
い
て 東中学校コンピュータ－室東中学校コンピュータ－室
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（
第
２
回
臨
時
会
で
の
補
正
予
算
）

　
□
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

（
第
11
号
）【
専
決
処
分
】

　

寄
附
等
に
伴
う
基
金
へ
の
積
立
金
、

各
特
別
会
計
操
出
金
の
確
定
見
込
み

に
伴
う
清
算
、
各
種
事
業
費
の
確
定

見
込
み
に
よ
る
減
額
な
ど
７
８
８
０

万
７
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予

算
総
額
を
90
億
５
１
５
６
万
４
千
円

と
し
ま
し
た
。

□
平
成
30
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

　

補
正
予
算（
第
５
号
）【
専
決
処
分
】

　

総
務
費
、
保
険
給
付
費
、
地
域
支

援
事
業
費
の
確
定
見
込
み
に
伴
う
不

用
額
の
減
額
な
ど
６
２
２
７
万
４
千

円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額

を
23
億
２
３
４
２
万
３
千
円
と
し
ま

し
た
。

□
平
成
30
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

　

会
計
補
正
予
算（
第
５
号
）【
専
決

　

処
分
】

　　

保
険
給
付
費
の
確
定
見
込
み
に
伴

う
不
用
額
の
減
額
な
ど
、
１
億
６
３

０
０
万
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予

算
総
額
を
27
億
２
８
９
３
万
５
千
円

と
し
ま
し
た
。

□
平
成
30
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特

　

別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）【
専

　

決
処
分
】

　　

総
務
費
、
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
納
付
金
等
の
確
確
定
見
込
み
に

伴
う
不
用
額
の
減
額
な
ど
１
４
７
６

万
３
千
円
を
減
額
し
、
歳
入
歳
出
予

算
総
額
を
３
億
１
４
２
３
万
７
千
円

と
し
ま
し
た
。

□
平
成
30
年
度
公
共
下
水
道
特
別
会

　

計
補
正
予
算（
第
２
号
）【
専
決
処

　

分
】

　

公
共
下
水
道
事
業
基
金
金
積
立
金

の
追
加
や
建
設
事
業
費
、
施
設
管
理

費
の
確
定
に
伴
う
不
用
額
の
減
額
な

ど
、
１
億
４
２
０
万
３
千
円
を
減
額

し
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
11
億
６
３

９
４
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

□
平
成
30
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正

　

予
算（
第
３
号
）【
専
決
処
分
】

　

一
般
会
計
か
ら
の
補
助
金
な
ど
収

益
的
収
入
で
７
１
４
万
６
千
円
を
増

額
し
７
億
４
９
１
９
万
９
千
円
に
、

収
益
的
支
出
で
１
４
１
６
万
３
千
円

を
追
加
し
７
億
３
５
６
７
万
９
千
円

と
し
ま
し
た
。

□
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

（
第
１
号
）

　

梅
川
霊
園
地
す
べ
り
対
策
調
査
設

計
委
託
料
の
追
加
計
上
で
、
１
８
４

２
万
５
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出

予
算
総
額
を
92
億
２
８
４
２
万
５
千

円
と
し
ま
し
た
。

□
令
和
元
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

　

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　

財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
る
平
成
30

年
度
会
計
に
対
す
る
令
和
元
年
度
会

計
か
ら
の
繰
上
充
用
金
の
計
上
で
、

１
億
１
８
０
０
万
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
総
額
を
27
億
３
７
０
０

万
円
と
し
ま
し
た
。

□
令
和
元
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正

　

予
算（
第
１
号
）

　

車
両
の
交
通
事
故
に
伴
う
自
動
車

の
損
傷
に
よ
る
損
害
賠
償
に
か
か
わ

る
経
費
の
計
上
で
、
収
益
的
収
入
で

４
５
０
万
円
を
増
額
し
７
億
２
６
９

７
万
６
千
円
に
、
収
益
的
支
出
で
４

５
９
万
３
千
円
を
追
加
し
７
億
６
８

７
万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

（
第
２
回
定
例
会
で
の
補
正
予
算
）

□
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

（
第
２
号
）

　

退
職
手
当
組
合
精
算
納
付
金
、
法

令
に
基
づ
く
積
み
立
て
の
ほ
か
、
寄

附
等
に
伴
う
基
金
へ
の
積
立
金
、
プ

レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
委
託
料
、

食
の
都
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業
費
、

障
害
者
自
立
支
援
シ
ス
テ
ム
改
修
委

託
料
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
管
埋

シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
、
周
産
期
医

療
支
援
事
業
負
担
金
、
医
療
費
請
求

事
務
手
数
料
、
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム

改
修
委
託
料
、
地
域
づ
く
り
セ
ミ

ナ
ー
開
催
に
係
る
講
師
報
償
金
、
重

要
文
化
財
指
定
に
向
け
た
調
査
経
費

の
追
加
計
上
で
、
２
億
３
６
３
８
万

２
千
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

総
額
を
94
億
６
４
８
０
万
７
千
円
と

し
ま
し
た
。

□
令
和
元
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

　

補
正
予
算（
第
１
号
）

　　

介
護
給
付
費
準
備
基
金
へ
の
積
立

金
の
計
上
で
、
２
９
２
０
万
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
24
億

２
８
３
７
万
１
千
円
と
し
ま
し
た
。

（
第
３
回
臨
時
会
で
の
補
正
予
算
）

□
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

（
第
３
号
）

　

道
の
駅
再
編
整
備
調
査
委
託
料
の

追
加
計
上
で
、
８
０
０
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
総
額
を
94
億
７

２
８
０
万
円
と
し
ま
し
た
。

審
議
内
容

余
市
町
監
査
委
員（
議
会
選
出
）
に

近 

藤 
徹 
哉 

氏

補
正
予
算
の
審
議
結
果

条
例
案
の
審
議
結
果

近　藤　徹　哉　氏
（昭和14年５月10日生）
黒川町15丁目22番地９

審 議 内 容
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□
余
市
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に

　

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　

条
例
案

□
余
市
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例
案

　

関
係
法
令
の
改
正
に
伴
い
、
所
要

の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

　

老
朽
化
し
た
車
両
の
更
新
を
図
る

た
め
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
を
取
得
し
ま

し
た
。

〇
タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル

価　

格　

１
６
５
０
万
円

取
得
先　

株
式
会
社
共
成
レ
ン
テ
ム

　
　
　
　

余
市
営
業
所

タ
イ
ヤ
シ
ョ
ベ
ル
を
取

得
し
ま
し
た

　議会だよりでは、賛否のあった議案のうち地方自治法第 96 条で定める議決事件について、各議員の賛否

結果を掲載します。

　なお、余市町議会のホームページでも審議結果について掲載しています。

第２回臨時会 　議案に対する各議員の賛否一覧表

議案に対する各議員の賛否一覧議案に対する各議員の賛否一覧

件　　　　　　　　　　名 審議結果

民友クラブ 明 政 会 日本共産党議員団 公明党 よいち未来

野

呂

栄

二

吉

田　

豊

辻

井　

潤

近

藤

徹

哉

吉

田

浩

一

佐

藤

一

夫

庄　

巖

龍

藤

野

博

三

茅

根

英

昭

溝

口

賢

誇

安
久
莊
一
郎

大

物　

翔

中

谷

栄

利

野

崎

奎

一

白
川
栄
美
子

岸

本

好

且

土
屋
美
奈
子

令和元年度余市町一般会計補正予算（第１号） 原案可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和元年度余市町国民健康保険特別会計補正
予算（第１号）

原案可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

損害賠償に係る損害賠償額の決定について 原案可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和元年度余市町水道事業会計補正予算
（第１号）

原案可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

余市町議会議員定数条例の一部を改正する条
例案

否　　決 欠 × × × ○ ○ × ○ ○ × × × × × × × ×

余市町議会議員の定数削減に反対し、現行定
数の維持を求める陳情書

原案可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

余市町介護保険条例の一部を改正する条例案 原案可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

町有財産の取得について 原案可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

賛成：〇　反対：×　欠席：欠　

※中井寿夫議長は採決には加わりません。　　　　　　　　           　　

※第２回定例会、第３回臨時会では賛否の分かれた議案はありませんでした。

◆本会議については、傍聴人受付簿に住所・
氏名等を記入するだけで傍聴できます。
傍聴定員は３８人で会議当日の先着順
となっています。

◆詳しい日程などをお知りになりたい方
は、議会事務局（℡ 21-2132）へお問い
合わせください。

議会を傍聴してみませんか議会を傍聴してみませんか

審 議 内 容
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付
託
さ
れ
た
定
数
条
例
等
審
査
特

別
委
員
会
で
は
、
審
議
に
当
た
り
、

地
方
自
治
法
第
74
条
第
４
項
の
規
定

に
よ
り
伊
藤
正
明
条
例
改
正
請
求
代

表
者
の
意
見
陳
述
を
行
い
ま
し
た
。

　

伊
藤
正
明
氏
か
ら
は
直
接
請
求
に

よ
る
条
例
改
正
請
求
の
意
見
陳
述
と

し
て
議
員
定
数
の
削
減
に
つ
い
て
は
、

「
本
会
議
の
場
で
き
ち
ん
と
賛
成
討

論
、
反
対
討
論
を
し
た
中
で
議
員
一

人
一
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
賛
成
、
反

対
の
立
場
を
明
確
に
し
た
中
で
、
採

決
を
し
、
そ
の
態
度
を
町
民
に
対
し

て
つ
ま
び
ら
か
に
す
る
こ
と
が
議
員

の
方
々
一
人
一
人
に
課
せ
ら
れ
た
責

務
で
あ
る
と
考
え
、
今
回
の
直
接
請

求
に
つ
い
て
も
そ
う
い
っ
た
内
容
の

こ
と
に
触
れ
な
が
ら
請
求
を
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
が
、
本
町
と
同
じ
よ
う

な
人
口
構
造
の
町
村
で
も
ほ
と
ん
ど

が
16
名
で
あ
り
、
量
よ
り
質
を
優
先

す
る
中
、
定
数
を
減
ら
し
、
お
互
い

に
切
磋
琢
磨
し
て
議
会
の
運
営
に
努

め
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
、

そ
の
後
各
委
員
か
ら
質
疑
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　第２回臨時会において、地方自治法第 74 条第１項の規定に基づき伊藤正明条例改正請求代表者からの直接

請求により「議案第３号　余市町議会議員定数条例の一部を改正する条例案」、また、納谷準一氏より「陳情

第１号　余市町議会議員の定数削減に反対し、現行定数の維持を求める陳情書」が提出され、余市町議会議

員定数条例等審査特別委員会（藤野博三委員長・吉田浩一副委員長）（以下「定数条例等審査特別委員会」を

設置、付託し審議を行いました。

地方自治法第７４条に基づく　　　　　　　　による直接請求直接請求

議員定数削減案が提出議員定数削減案が提出される

余市町初

　

陳
情
第
１
号
に
つ
い
て
は
、
委
員

会
条
例
第
26
条
の
２
の
規
定
に
基
づ

き
納
谷
準
一
氏
を
参
考
人
と
し
て
招

致
し
、
意
見
を
聴
取
し
ま
し
た
。

　

納
谷
準
一
氏
か
ら
は
、「
新
聞
報

道
で
議
会
議
員
の
定
数
削
減
問
題
が

報
じ
ら
れ
、
そ
の
中
で
削
減
に
よ
っ

て
質
の
高
い
議
員
の
選
出
を
目
指
す

趣
旨
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
地
方

自
治
体
は
、
首
長
と
議
会
の
二
元
代

表
制
で
、
首
長
は
行
財
政
運
営
や
事

務
処
理
、
事
業
実
施
を
行
い
、
議
会

は
こ
れ
ら
が
全
て
適
合
、
適
性
に
、

ま
た
公
平
、
効
率
的
に
な
さ
れ
て
い

る
か
ど
う
か
を
批
判
し
、
監
視
す
る

こ
と
で
あ
り
、
議
員
定
数
の
削
減
は
、

首
長
の
権
限
に
対
す
る
議
会
の
批
判
、

監
視
す
る
権
能
を
低
下
さ
せ
る
と
と

も
に
、
住
民
の
多
様
な
要
望
に
対
し

過
重
な
負
担
を
強
い
ら
れ
る
懸
念
が

あ
り
、
陳
情
書
を
提
出
す
る
こ
と
を

決
意
し
た
」
と
述
べ
ら
れ
、
そ
の
後

各
委
員
か
ら
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

定
数
条
例
等
審
査
特
別
委
員
会
の

審
査
結
果
に
つ
い
て
、
委
員
長
報
告

が
な
さ
れ
た
後
、
議
案
第
３
号
に
つ

い
て
、
各
議
員
よ
り
討
論
（
賛
成
討

論
２
名
、
反
対
討
論
４
名
）
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

直
接
請
求
で
は
、
議
会
の
審
議
の

仕
方
に
つ
い
て
、
何
も
し
て
い
な
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
が
、

議
員
に
は
法
的
な
事
項
も
含
め
て
議

会
ル
ー
ル
が
あ
り
、
そ
れ
が
理
解
さ

れ
て
い
な
い
。
ま
た
議
員
も
説
明
し

て
い
な
い
。
資
質
向
上
と
は
何
が
必

要
か
は
、
法
的
な
事
項
、
議
会
ル
ー

ル
等
多
岐
に
わ
た
り
勉
強
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
が
、
最
も
必
要
な
資

質
は
勇
気
と
決
断
力
と
考
え
る
。
討

論
を
す
る
と
し
て
も
み
ず
か
ら
の
意

見
を
言
う
こ
と
は
そ
れ
に
導
く
質
疑

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
質
疑
な
し

で
討
論
を
す
る
こ
と
は
議
員
の
資
質

伊藤正明条例改正請求代表者伊藤正明条例改正請求代表者納谷準一参考人納谷準一参考人

５
月
30
日
の
審
議
（
特
別
委
員
会
）

５
月
31
日
の
審
議
（
特
別
委
員
会
）

６
月
３
日
の
審
議
（
第
２
回
臨
時
会
）

賛

成

討

論

吉

田

浩

一 

議
員

審 議 内 容
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に
欠
け
る
行
為
と
考
え
る
。
そ
の
上

で
討
論
の
内
容
と
し
て
反
対
意
見
に

も
耐
え
得
る
議
論
が
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
さ
ら
に
は
ぶ
れ
な
い
心
、
信
念

が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。　

　

厳
し
い
選
挙
を
勝
ち
残
っ
て
こ
そ

議
員
と
し
て
の
資
質
が
上
が
る
と
考

え
て
お
り
、
活
動
を
し
て
い
る
議
員

と
そ
う
で
は
な
い
者
の
差
は
出
て
当

然
で
あ
り
、
選
挙
の
当
選
レ
ベ
ル
を

上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
資
質
が
上
が

る
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
る
。
そ
の

た
め
に
は
厳
し
い
選
挙
を
す
る
こ
と

が
最
も
わ
か
り
や
す
い
手
法
で
あ
り
、

厳
し
い
選
挙
や
後
援
会
活
動
を
す
る

こ
と
が
住
民
が
望
ん
で
い
る
事
項
だ

ろ
う
と
考
え
、
16
名
と
す
る
こ
と
が

議
員
の
質
の
向
上
に
つ
な
が
る
可
能

性
が
あ
る
と
判
断
す
る
。

　

議
会
が
何
を
し
て
い
る
の
か
わ
か

ら
な
い
と
い
う
声
は
真
摯
に
受
け
と

め
、
住
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
目
指

し
負
託
に
応
え
て
い
く
が
、
議
員
定

数
削
減
か
ら
始
め
る
改
革
は
議
会
改

革
と
は
呼
べ
ず
、
原
則
は
地
域
民
主

主
義
の
実
現
で
あ
り
、
住
民
の
福
祉

向
上
、
住
民
自
治
の
推
進
で
、
議
会

制
民
主
主
義
に
基
づ
き
多
様
性
を
保

障
す
る
こ
と
を
重
視
し
、
多
数
の
議

員
を
必
要
と
し
て
い
る
。

　

現
在
、
自
由
討
議
で
の
政
策
形
成

や
、
住
民
と
の
意
見
交
換
を
活
発
に

進
め
る
議
会
報
告
会
の
実
施
要
領
を

整
理
し
て
お
り
、
議
会
基
本
条
例
を

つ
く
り
、
そ
れ
に
基
づ
い
た
改
革
を

目
指
し
、
議
員
力
、
議
会
力
を
高
め
、

住
民
自
治
の
根
幹
と
し
て
の
議
会
に

す
る
た
め
の
努
力
を
始
め
て
い
る
こ

と
か
ら
、
条
例
案
に
反
対
す
る
。

　

６
０
０
人
以
上
の
町
民
の
連
署
を

も
っ
て
住
民
の
権
利
と
し
て
直
接
請

求
に
よ
り
提
案
さ
れ
た
こ
の
議
案
は

非
常
に
重
く
受
け
と
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
。

　

本
町
議
会
の
適
正
規
模
は
議
会
活

動
に
照
ら
し
活
性
化
問
題
と
あ
わ
せ

て
判
断
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と

思
う
。
議
員
の
資
質
の
問
題
は
住
民

の
皆
様
が
議
員
力
の
あ
る
議
員
を
選

挙
で
選
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
と
考
え

る
。
私
は
民
意
に
応
え
る
こ
と
を
最

重
要
視
し
て
条
例
案
に
賛
成
す
る
。

　

請
求
の
本
旨
は
、
町
民
が
求
め
て

い
る
の
は
議
員
の
質
の
向
上
、
建
設

的
な
言
動
の
で
き
る
議
員
で
あ
り
、

議
会
が
見
え
ず
ら
く
、
何
を
し
て
い

る
の
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
も
あ
り
、

活
動
を
発
信
し
て
こ
な
か
っ
た
議
会

に
も
大
き
な
責
任
が
あ
る
と
考
え
る
。

量
よ
り
質
を
優
先
さ
せ
、
議
会
改
革

を
達
成
さ
せ
る
た
め
の
手
法
と
し
て

の
削
減
だ
が
、
果
た
し
て
質
の
向
上

が
で
き
る
の
か
考
察
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
る
。
本
来
、
定
数
削

減
と
議
会
改
革
は
必
ず
し
も
一
致
す

る
も
の
で
は
な
く
、
相
反
す
る
部
分

も
あ
る
と
考
え
る
。

　

こ
れ
ま
で
議
会
運
営
委
員
会
で
全

国
や
近
隣
町
村
と
の
対
比
や
調
査
資

料
を
も
と
に
論
点
を
整
理
し
、
定
数

に
つ
い
て
、
委
員
会
の
あ
り
方
、
財

政
面
、
人
口
面
か
ら
議
論
を
進
め
、

全
体
的
な
合
意
を
得
た
部
分
と
見
解

が
分
か
れ
た
も
の
が
あ
り
、
結
論
に

至
ら
な
か
っ
た
が
、
定
数
を
削
減

す
る
こ
と
が
大
き
な
民
意
で
あ
れ
ば
、

議
会
は
今
後
、
議
論
を
進
め
、
住
民

も
巻
き
込
ん
だ
形
を
作
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
る
。
ま
た
、
改
選

ま
で
２
カ
月
と
な
っ
た
時
期
の
削
減

は
新
た
に
立
候
補
し
よ
う
と
す
る
意

志
を
そ
ぐ
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
直

前
の
削
減
で
は
な
く
一
定
の
期
間
を

も
っ
て
決
定
す
べ
き
で
あ
る
。

　

議
員
定
数
条
例
改
正
案
は
議
員
提

案
に
よ
り
議
会
が
主
体
的
に
取
り
組

み
住
民
の
声
を
踏
ま
え
な
が
ら
決
定

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
言
わ
れ
て

い
る
中
、
定
数
見
直
し
の
陳
情
書
や

条
例
改
正
請
求
が
提
出
さ
れ
、
請
求

の
要
旨
に
は
異
論
は
な
く
賛
同
す
る

が
、
も
っ
と
早
い
時
期
に
議
会
で

議
論
が
交
わ
す
こ
と
が
で
き
た
な

ら
、
一
定
の
結
論
が
出
せ
た
か
と
考

え
る
。
決
し
て
請
求
代
表
者
の
方
と

の
議
論
を
先
送
り
す
る
考
え
で
は
な

い
が
、
選
挙
後
の
新
し
い
枠
組
み
で

議
会
の
委
員
会
の
構
成
や
議
会
改
革

を
よ
り
一
層
進
め
、
時
間
を
か
け
審

議
し
、
築
き
上
げ
た
い
と
考
え
る
。

　

地
方
議
会
を
取
り
巻
く
情
勢
は
地

方
分
権
の
推
進
と
と
も
に
多
様
な
民

意
を
反
映
し
、
執
行
機
関
を
監
視
す

る
機
能
を
担
う
議
会
と
し
て
そ
の
役

割
と
責
任
は
重
要
度
を
増
し
て
い
る
。

　

本
町
議
会
と
し
て
も
議
会
制
度
や

議
会
運
営
の
あ
り
方
、
役
割
に
つ
い

て
積
極
的
に
協
議
を
重
ね
て
き
た
。

　

常
任
委
員
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て

は
地
方
公
共
団
体
が
処
理
す
る
事
務

は
増
大
し
て
お
り
、
そ
れ
と
比
例
し

て
専
門
的
な
審
議
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
３
常
任
委
員
会
体
制
の
た
め
の

必
要
最
低
限
の
議
員
数
が
必
要
と
考

え
る
。

　

人
口
面
か
ら
は
同
規
模
町
村
と
比

較
し
て
も
過
大
で
は
な
い
こ
と
を
議

会
運
営
委
員
会
で
確
認
を
と
っ
た
。

　

財
政
面
に
お
い
て
同
規
模
町
村
と

比
較
し
て
も
議
員
数
を
１
、
２
名
程

度
削
減
し
て
も
大
き
な
財
政
効
果
は

な
く
、
議
員
に
立
候
補
し
よ
う
と
す

る
環
境
を
考
え
る
と
議
会
機
能
を
低

下
さ
せ
る
影
響
が
大
き
い
の
で
は
な

い
か
と
判
断
し
て
い
る
。

　

議
会
に
対
す
る
批
判
、
意
見
等
を

い
た
だ
い
て
い
る
が
、
町
民
の
負
託

に
応
え
信
頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し

議
員
活
動
の
透
明
性
の
確
保
の
た
め

議
会
改
革
、
活
性
化
に
取
り
組
ん
で

お
り
、
町
民
の
皆
様
に
伝
わ
ら
な

か
っ
た
こ
と
、
直
接
請
求
が
出
さ
れ

た
こ
と
は
残
念
に
思
う
が
、
議
員
と

し
て
何
を
す
べ
き
か
、
ど
う
あ
る
べ

き
か
常
に
自
問
自
答
し
な
が
ら
議
員

活
動
に
邁
進
し
て
い
く
。

□
討
論
終
結
後
、
採
決
を
行
っ
た
結

果
、
議
案
第
３
号　

余
市
町
議
会
議

員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
案
は
起
立
少
数
で
否
決
さ
れ
、
陳

情
第
１
号　

余
市
町
議
会
議
員
の
定

数
削
減
に
反
対
し
、
現
行
定
数
の
維

持
を
求
め
る
陳
情
書
に
つ
い
て
は
全

会
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

反

対

討

論

中

谷

栄

利 

議
員

賛

成

討

論

茅

根

英

昭 

議
員

反

対

討

論

土
屋
美
奈
子 

議
員

反

対

討

論

白
川
栄
美
子 

議
員

反

対

討

論

溝

口

賢

誇 

議
員

　

住
民
が
、
条

例
の
制
定
（
改
廃
）、
事
務
の
監
査
、

議
会
の
解
散
、
議
員
・
議
長
等
の

解
職
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る

制
度
。

　

条
例
制
定
（
改
廃
）
請
求
は
、

有
権
者
の
総
数
の
50
分
の
１
以
上

の
連
署
を
も
っ
て
、
代
表
者
か
ら

地
方
公
共
団
体
の
長
へ
請
求
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

直
接
請
求
と
は
？

審 議 内 容
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第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
、
並
行

在
来
線
の
存
続
等
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会
（
岸
本
好
且
委
員
長
・
野

崎
奎
一
副
委
員
長
）
か
ら
、
こ
れ
ま

で
調
査
を
進
め
て
き
た
経
過
の
中
間

報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
間
報
告
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

中
間
報
告（
要
旨
）

　

「
北
海
道
新
幹
線
札
幌
延
伸
に
伴

う
並
行
在
来
線
の
経
営
分
離
へ
の
同

意
に
つ
い
て
」
は
北
海
道
か
ら
余
市

町
の
意
向
に
つ
い
て
回
答
を
求
め
ら

れ
、
平
成
23
年
第
４
回
定
例
会
に
お

い
て
、
「
並
行
在
来
線
の
経
営
分
離

へ
の
同
意
に
つ
い
て
」
行
政
報
告
が

な
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

並
行
在
来
線
に
つ
い
て
は
、
地
域

住
民
の
通
勤
、
通
学
、
通
院
な
ど
生

活
す
る
上
で
、
な
く
て
は
な
ら
な
い

必
要
不
可
欠
な
交
通
手
段
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
議
会
と
し
て
も
Ｊ
Ｒ
函
館

本
線
の
存
続
に
関
す
る
要
望
意
見
書

が
全
会
一
致
で
可
決
さ
れ
て
き
た
経

過
、
さ
ら
に
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
上
か
ら
も
最
重
要
課
題
で
あ

る
と
の
認
識
か
ら
、
前
期
議
会
に
引

き
続
き
、
平
成
27
年
第
３
回
定
例
会

に
お
い
て
本
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

並
行
在
来
線
の
存
続
等
に
関
す

る
調
査
特
別
委
員
会
中
間
報
告

れ
、
こ
れ
ま
で
11
回
に
わ
た
り
委
員

会
を
開
催
し
、
慎
重
審
議
を
し
て
き

ま
し
た
。

　

委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
並

行
在
来
線
の
存
続
に
関
し
、
平
成
29

年
７
月
24
日
に
木
古
内
町
及
び
道
南

い
さ
り
び
鉄
道
株
式
会
社
に
出
向
き
、

並
行
在
来
線
の
経
営
分
離
前
、
分
離

後
の
沿
線
自
治
体
の
対
応
、
道
南
い

さ
り
び
鉄
道
開
業
に
至
る
ま
で
の
経

緯
を
研
修
し
、
開
業
後
の
経
営
状
況

に
つ
い
て
も
会
社
側
か
ら
説
明
を
受

け
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ま
た
、

平
成
29
年
９
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
、

「
北
海
道
の
鉄
路
と
並
行
在
来
線
の

在
り
方
を
考
え
る
」
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

委
員
会
と
し
て
出
席
し
、
見
識
を
深

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

調
査
目
的
別
に
そ
れ
ぞ
れ
の
経
過

に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

初
め
に
、
「
北
海
道
新
幹
線
の
建

設
の
動
向
及
び
地
域
振
興
に
つ
い

て
」
で
す
が
、
北
海
道
新
幹
線
（
新

函
館
北
斗
か
ら
札
幌
間
）
は
、
大
半

が
ト
ン
ネ
ル
に
な
っ
て
お
り
、
工
事

の
進
捗
状
況
の
説
明
が
な
さ
れ
、
ま

た
、
朝
里
ト
ン
ネ
ル
の
発
生
土
に
つ

い
て
は
、
本
町
登
地
区
の
民
地
へ
の

搬
入
に
伴
い
、周
辺
住
民
の
説
明
会
、

さ
ら
に
登
小
学
校
へ
の
説
明
も
実
施

済
み
と
説
明
が
あ
り
、
調
査
の
過
程

で
各
委
員
か
ら
は
、

①
朝
里
ト
ン
ネ
ル
の
残
土
に
は
重
金

属
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ

り
、
土
壌
分
析
の
体
制
は
ど
の
よ
う

に
な
っ
て
い
る
の
か
。

②
札
幌
で
も
重
金
属
だ
と
か
ヒ
素
の

報
道
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
仮
に
登

地
区
に
搬
入
す
る
残
土
に
含
ま
れ
て

い
た
場
合
の
対
応
に
つ
い
て
。

③
残
土
の
置
き
場
所
の
下
に
は
川
が

あ
り
、
残
土
搬
入
前
、
搬
入
後
の
水

質
検
査
が
必
要
で
は
な
い
か
。
と
の

質
疑
が
な
さ
れ
、
理
事
者
側
か
ら
は

①
鉄
道
・
運
輸
機
構
か
ら
は
、
重
金

属
が
混
入
し
て
い
な
い
か
の
検
査
は

掘
削
前
、
掘
削
後
、
２
段
階
で
検
査

し
、
定
期
的
に
報
告
す
る
と
確
認
を

し
て
い
る
。

②
登
地
区
へ
の
搬
入
は
完
全
に
重
金

属
が
入
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で

受
け
入
れ
す
る
。
仮
に
重
金
属
が

入
っ
て
い
た
場
合
は
、
鉄
道
・
運
輸

機
構
と
協
議
を
し
直
し
と
な
る
。

③
水
質
検
査
は
必
ず
実
施
す
る
よ
う

申
し
入
れ
し
て
お
り
、
ま
た
、
余
市

川
土
地
改
良
区
に
も
工
事
の
進
捗
、

計
画
等
も
あ
わ
せ
、
検
査
結
果
は
随

時
報
告
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
る
。

と
の
答
弁
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
北
海
道
新
幹

線
（
新
函
館
北
斗
か
ら
札
幌
間
）
の

建
設
工
事
に
か
か
わ
る
残
土
に
つ
い

て
は
慎
重
な
対
応
が
必
要
で
あ
り
ま

す
。

　

次
に
、
「
Ｊ
Ｒ
函
館
本
線
経
営
継

続
を
含
め
た
並
行
在
来
線
の
維
持
存

続
に
つ
い
て
」
で
あ
り
ま
す
が
、
余

市
駅
の
乗
降
客
数
の
把
握
の
必
要
性

に
つ
い
て
多
く
意
見
が
出
さ
れ
て
お

り
ま
す
が
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
正
式
に

公
開
し
て
い
な
い
た
め
、
本
委
員
会

に
提
出
で
き
な
い
旨
の
答
弁
が
あ
り

ま
し
た
。
委
員
会
と
し
て
余
市
駅
の

乗
降
客
数
の
把
握
は
基
礎
と
な
る
数

字
で
あ
り
、
引
き
続
き
調
査
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
余
市
駅
の
利
便
性
向
上
」

に
つ
い
て
は
各
委
員
よ
り
、
さ
ま
ざ

ま
な
観
点
か
ら
提
言
が
あ
り
、

①
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
導
入
は
本
町

を
訪
れ
る
多
く
の
観
光
客
に
非
常
に

大
き
な
不
便
を
与
え
て
い
る
現
状
を

一
刻
も
早
く
解
消
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

②
余
市
駅
東
側
の
開
発
、
駐
車
場
を

含
め
た
乗
降
口
の
新
設
に
よ
り
、
Ｊ

Ｒ
駅
利
用
者
の
増
大
を
図
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
と
の
質
疑
が

な
さ
れ
、
理
事
者
側
か
ら
は

①
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
対
し
余
市
町
、
余

市
商
工
会
議
所
、
余
市
観
光
協
会
の

３
者
で
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
の
導
入
、
駅

構
内
１
番
線
ホ
ー
ム
の
屋
根
の
延

長
、
跨
線
橋
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に

つ
い
て
要
望
し
た
が
、
Ｊ
Ｒ
の
回
答

は
、
「
余
市
駅
の
利
用
者
が
ふ
え
て

い
る
現
状
は
把
握
し
て
お
り
、ま
た
、

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
い
る
方
も

多
く
、
余
市
駅
へ
の
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
導

入
に
つ
い
て
は
導
入
方
法
も
含
め
て

現
在
勉
強
中
で
あ
る
」、「
駅
構
内
１

番
線
ホ
ー
ム
の
屋
根
の
延
長
に
つ
い

て
は
、
安
全
対
策
へ
の
投
資
を
優
先

し
て
お
り
延
長
は
困
難
」、「
跨
線
橋

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
、
バ
リ
ア
フ

リ
ー
法
の
規
定
に
よ
り
、
利
用
者
が

３
，
０
０
０
人
以
上
の
駅
は
基
準
が

あ
る
が
、
余
市
駅
は
満
た
し
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
困
難
」
と

の
回
答
を
得
て
い
る
。

②
余
市
駅
東
側
か
ら
の
乗
降
は
利
便

性
が
向
上
す
る
こ
と
は
認
識
し
て
い

る
が
、
東
側
乗
降
口
設
置
は
、
線
路

の
規
定
や
安
全
面
か
ら
も
非
常
に
難

し
い
が
、
Ｊ
Ｒ
側
と
協
議
し
て
い
き

た
い
。

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

　

「
在
来
線
の
維
持
存
続
」
に
つ
い

て
は
、
駅
の
利
便
性
向
上
を
図
り
、

乗
降
客
を
ふ
や
す
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
町
長
か
ら
も
「
経
営
分
離
は
決

ま
っ
た
規
定
ラ
イ
ン
で
、
Ｊ
Ｒ
と
話

し
て
も
な
か
な
か
ら
ち
が
明
か
な
い

と
い
う
の
が
現
実
で
は
あ
る
が
、
実

際
に
乗
降
客
も
い
る
余
市
ま
で
は
利

便
性
を
踏
ま
え
、
一
つ
の
交
渉
材
料

に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

余
市
ま
で
は
乗
降
客
が
多
い
の
で
、

引
き
続
き
話
を
し
て
い
き
た
い
と
い

う
方
針
で
あ
る
」
と
の
答
弁
が
な
さ

れ
て
お
り
、
委
員
会
と
し
て
も
、
引

き
続
き
調
査
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。
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件                       名 議案の提出者 審議結果 意見書の提出先

日本政府に核兵器禁止条約の参加・調印・
批准を求める要望意見書

議会運営委員会委員 原案可決 内閣総理大臣・外務大臣

新たな過疎対策法の制定を求める要望意見
書

議会運営委員会委員 原案可決 内閣総理大臣ほか関係大臣

「国の責任による 35 人以下学級の前進」を
求める要望意見書

議会運営委員会委員 原案可決
内閣総理大臣ほか関係大臣
衆議院議長・参議院議長

「これからの高校づくりに関する指針」を
見直し、機械的な高校統廃合を行わないこ
とを求める要望意見書

議会運営委員会委員 原案可決
北海道知事・北海道教育委員
会教育長

特別支援学校の設置基準の策定及び特別支
援学級の学級編成標準の改善を求める要望
意見書

議会運営委員会委員 原案可決
内閣総理大臣ほか関係大臣
衆議院議長・参議院議長

地方財政の充実・強化を求める要望意見書 議会運営委員会委員 原案可決 内閣総理大臣ほか関係大臣

高齢に伴う難聴者の補聴器購入に対する公
的補助制度の創設を求める要望意見書

議会運営委員会委員 原案可決
内閣総理大臣ほか関係大臣
衆議院議長・参議院議長

北海道最低賃金改正等に関する要望意見書 議会運営委員会委員 原案可決 北海道労働局長

「給食費の無償化」を求める要望意見書 中谷栄利議員ほか３人 原案可決
内閣総理大臣ほか関係大臣
衆議院議長・参議院議長

信頼される政府統計を目指してさらなる統
計改革を求める要望意見書

野崎奎一議員ほか３人 原案可決
内閣総理大臣ほか関係大臣
衆議院議長・参議院議長

国によるフランチャイズ規正法の制定を求
める要望意見書

中谷栄利議員ほか２人 否　　決

※全会派の同意が得られた要望意見書は議会運営委員会の委員が提出者となっています。

要要望望意意見見書の書の審審議議結結果果

　

令
和
元
年
６
月
11
日
、
町
村
議
会
議
員
と
し
て

地
域
の
振
興
発
展
に
寄
与
し
た
功
績
に
対
し
、
25

年
以
上
の
在
職
に
よ
り
、
佐
藤
一
夫
議
員
、
15
年

以
上
の
在
職
に
よ
り
、
野
呂
栄
二
、
辻
井
潤
、
土

屋
美
奈
子
、
近
藤
徹
哉
、
野
崎
奎
一
、
中
谷
栄
利
、

溝
口
賢
誇
、
中
井
寿
夫
各
議
員
が
、
北
海
道
町
村

議
会
議
長
会
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

自治功労表彰受賞 ～北海道町村議会議長会表彰～
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　２２日　　茨城県神栖市議会視察来訪

　２３日　　産業建設常任委員会

　２７日　　後志総合開発期成会定期総会

　２８日　　議会運営委員会

29～３日　　第２回臨時会

29～31日　　議会議員定数条例等審査特別

　　　　　　委員会

　　４日　　民生環境常任委員会

　　６日　　小樽・余市間国道新設改修期

　　　　　　成会総会

　１１日　　北海道町村議会議長会定期総

　　　　　　会

　１１日　　後志町村議会議長会臨時総会

　１２日　　後志総合開発期成会要望行動

　１２日　　北海道横断自動車道黒松内・

　　　　　　小樽間建設促進期成会総会

　１７日　　議会運営委員会

18～20日　　第２回定例会

　１９日　　議会運営委員会

　２０日　　議会運営委員会

  ２５日　　北海道町村議会議員研修会

　２６日　　後志総合開発期成会要望行動

　２７日　　総務文教常任委員会

　２８日　　後志総合開発期成会中央要望

　　　　　　行動

　　９日　　議会運営委員会　

　１１日　　北後志衛生施設・消防組合議

　　　　　　会

　２３日　　栃木県小山市議会視察来訪

　２５日　　宮城県石巻市議会視察来訪

　　４日　　余市町議会議員選挙

　　９日　　国道２２９号余市・岩内・島

　　　　　　牧間整備促進期成会総会

19～20日　　議員協議会

　２６日　　第３回臨時会

　２６日　　総務文教常任委員会

　２６日　　産業建設常任委員会

　２６日　　民生環境常任委員会

　２６日　　議会運営委員会

　２９日　　後志町村議会議員研修会

31～１日　　北海道女性議員協議会総会

　　２日　　民生環境常任委員会

　　３日　　北後志町村議会議長会臨時総

　　　　　　会

　　５日　　産業建設常任委員会

　１０日　　総務文教常任委員会

◆ 議 会 日 誌 ◆

５ 月

６ 月

７ 月

行
政
報
告

　

昨
年
12
月
に
発
生
し
た
本
町
水
道
事
業
が
管
理

す
る
車
両
（
以
下
、「
水
道
課
公
用
車
」）
の
交
通

事
故
に
お
け
る
損
害
賠
償
額
に
つ
い
て
示
談
が
成

立
し
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
概
要
を
ご
報
告
申
し
上

げ
ま
す
。

　

事
故
の
概
要
は
、
平
成
30
年
12
月
26
日
、
午
後

１
時
ご
ろ
、
朝
日
町
76
番
地
先
の
町
道
朝
日
町
入

舟
線
と
朝
日
町
中
央
線
の
交
差
点
で
水
道
課
公
用

車
が
路
面
凍
結
に
よ
り
交
差
点
手
前
の
一
時
停
止

で
ス
リ
ッ
プ
し
、
交
差
点
内
で
左
方
向
か
ら
進
行

中
の
大
型
バ
ス
と
衝
突
し
、
さ
ら
に
大
型
バ
ス
が

停
車
中
の
軽
自
動
車
に
接
触
す
る
事
故
が
発
生
し

た
も
の
で
、
幸
い
に
も
運
転
者
、
同
乗
者
と
も
怪

我
は
な
く
、
車
両
の
み
の
損
傷
で
し
た
。

　

事
故
の
原
因
は
、
水
道
課
公
用
車
が
交
差
点
手

前
で
十
分
に
減
速
せ
ず
、
路
面
凍
結
と
現
場
が
坂

道
と
な
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
一
時
停
止
線
で

停
車
で
き
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、

今
後
は
よ
り
一
層
交
通
安
全
の
徹
底
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

８ 月

損
害
賠
償
に
つ
い
て
【
要
旨
】

　令和元年８月４日、余市町議

会議員選挙が執行され 18 名の

議員が当選しました。実質的な

議員としての活動は体制が整っ

た９月からです。投票の結果

は有権者数 16,162 人に対し、

投票者数は 9,329 人で投票率

57.72％でした。過去の議員選

挙の投票率と比較すると、投票

率が低下しています。この原因

はいろいろあると思いますが、

「首長選挙と同日ではない」、「議

員候補者の考え方が町民に届

いていない」、「有権者の高齢化

が原因で投票に結びつかない」

等さまざまだと考えられます。

今後、この実態を調査、分析し

選挙のあり方も検討する必要が

あるのではないかと思うところ

です。

　議員の仕事は、行政が執行す

るまちづくりの政策に対し、そ

の政策が町民にとってプラスな

のかマイナスなのか財政問題を

含めて監視するとともに議論

し、その機能を発揮しなければ

なりません。議会は個々の議員

の集合体です。したがって、そ

れぞれの判断は本人の日常的活

動の知識に加え、多くの町民の

意見や考え方も賛否の目安にな

ることも事実です。時代の変化

とともに議会の機能が発揮でき

るように改革を進める必要があ

ります。

　多くの方々に議会に目を向け

ていただき、参加しやすい形を

つくることを第一に取り組む必

要があると思っております。

　　　　

　　総務文教常任委員会

委員長　野　呂　栄　二

この用紙は再生紙を使用しています。
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編 集 後 記

９ 月

次の定例会は12月中旬から開催の予定です
お気軽に傍聴にお越しください。詳しくは議会事務局へ。
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